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自 主
財

源

依

存

財 源

歳入

町税
18億4,077万4千円
（22.4％）

地方交付税
28億6,924万3千円
（34.8％）

町債
10億2,870万円
（12.5％）

繰入金
2億7,350万円
（3.3％）

諸収入
2億3,911万5千円
（2.9％）

繰越金
1億5,000万円
（1.8％）

県支出金
6億2,839万4千円（7.6％）

国庫支出金
5億8,689万9千円
（7.1％）

使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄付金
2億1,934万2千円
（2.7％）

地方消費税交付金・地方譲与税・自動車取得税交付金
地方特例交付金・ゴルフ場利用税交付金・利子割交付金
交通安全対策特別交付金・配当割交付金・株式等譲渡
所得割交付金
4億3万3千円（4.9％）

対前年度比予 算 額会 計 名

猪苗代地区財産区

翁 島 地 区 財 産 区

長 瀬 地 区 財 産 区

吾 妻 地 区 財 産 区

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

特定環境保全下水道事業

農業集落排水事業

合　　　　　計

856万円

222万1千円

1,201万円

845万6千円

19億4,100万円

15億5,470万5千円

5億7,723万8千円

1億2,178万円

1億5,329万7千円

45億4,447万4千円

89.5％

△16.0％

△18.3％

0.2％

△3.3％

後 期 高 齢 者 医 療 1億6,520万7千円

4.2％

7.6％

△12.9％

3.9％

0.5％

予 算 額区 分 予 算 額区 分

3億8,164万4千円
　　　　（対前年度比0.6％）

3億4,261万6千円
（対前年度比1.9％） 

1億8,538万3千円
（対前年度比24.0％）

7,635万4千円
（対前年度比165.5％）

収入

支出

収入

支出

収 

益 

的

資 

本 

的

※資本的収支の不足額1億902万9千円は、当年度損益勘定留
保資金から補てんします。

水道事業会計予算

特別会計予算
議会費
1億919万5千円
（1.3％）

総務費
9億2,200万7千円
（11.2％）

民生費
13億5,660万2千円
（16.5％）

衛生費
5億122万8千円
（6.1％）

農林水産業費
5億8,818万3千円
（7.1％）

商工費
4億2,065万6千円
（5.1%）

土木費
18億6,590万8千円
（22.7％）

消防費
5億1,869万6千円
（6.3％）

教育費
10億1,191万8千円
（12.3％）

災害復旧費
　　90万円
　　（0.0％）

公債費
9億1,070万7千円
（11.1％）

予備費
3,000万円
（0.4％）

△0.9％

歳出

町税の内訳

区 分 予 算 額 町民1人あたり

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入 湯 税

町民1人あたりの町税負担額合計

5億7,242万2千円 37,813円

69,077円

3,106円

9,139円

2,464円

121,599円

10億4,568万2千円

4,701万5千円

1億3,834万2千円

3,730万3千円

予 算 額区 分 予 算 額区 分

8,119万8千円
（対前年度比3.2％）

8,129万5千円
（対前年度比0.1％）

5,548万2千円
（対前年度比0％）

 5,546万4千円
  （対前年度比1,034.8％）

収入

支出

収入

支出

資 

本 

的

病院事業会計予算

※収益的収支の不足額9万7千円および資本的収支の不足額
1万8千円は、基金から補てんします。

収 

益 

的

町民1人あたりの予算（一般会計） 544,061円

※町民1人あたりの税額および予算額は、平成28年2月末
現在の人口をもとに算出しています。

　

歳
入
は
大
き
く「
自
主
財
源
」

と「
依
存
財
源
」の
二
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　
「
自
主
財
源
」
と
は
、
町
が
自

主
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源
の
こ
と
で
す
。
町
の
主
要
な

財
源
の
一
つ
で
あ
る
町
税
を
は
じ

め
と
し
て
、
使
用
料
、
手
数
料
、

分
担
金
、
負
担
金
や
財
産
収
入
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
自
主
財
源
の
合

計
は
27
億
２
２
７
３
万
１
千
円

で
、
歳
入
全
体
の
33
・
１
％
と

な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
の
う

ち
、
主
要
な
財
源
の
一
つ
で
あ
る

町
税
は
、
18
億
４
０
７
７
万
４
千

円（
前
年
度
比
３
３
６
６
万
円
の

増
）で
、
歳
入
全
体
の
22
・
４
％

を
占
め
て
い
ま
す（
内
訳
は
上
の

表
の
と
お
り
）。
こ
の
ほ
か
、
財

政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入
金

が
２
億
７
３
５
０
万
円（
前
年
度

比
１
億
３
９
７
４
万
６
千
円
の

増
）、
雑
収
入
な
ど
の
諸
収
入
が

２
億
３
９
１
１
万
５
千
円（
前
年

度
比
６
１
５
１
万
３
千
円
の
増
）

な
ど
で
す
。

　
「
依
存
財
源
」
と
は
、
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
の
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
、
町
債
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

依
存
財
源
の
合
計
は
、
55
億

１
３
２
６
万
９
千
円
で
、
歳
入
全

体
の
66
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

依
存
財
源
の
約
半
分
を
占
め
る
地

方
交
付
税
が
28
億
６
９
２
４
万

３
千
円（
前
年
度
比
４
１
９
７
万

円
の
増
）。
次
い
で
12
・
５
％
を

占
め
る
の
が
町
債
で
、
道
の
駅

整
備
事
業
な
ど
を
見
込
み
10
億

２
８
７
０
万
円（
１
億
４
３
１
０

万
円
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
の
借
り
入
れ
に
当
た
っ
て

は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な

も
の
を
選
ぶ
な
ど
、
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
一
つ
一
つ
の
事
務

事
業
に
つ
い
て
効
果
や
成
果
を
検

証
し
、
経
費
の
節
減
・
事
務
の
合

理
化
を
進
め
る
一
方
、
緊
急
性
な

ど
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
重
点
施

策
を
選
別
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
22
・
７
％
を
占
め
る
土

木
費
は
、
町
道
や
町
営
住
宅
の
整

備
・
管
理
、
除
雪
な
ど
に
使
わ
れ

る
費
用
で
、
こ
の
中
に
は
道
の

駅
整
備
事
業
も
含
ま
れ
て
お
り
、

18
億
６
５
９
０
万
８
千
円（
前
年

度
比
５
５
１
７
万
９
千
円
の
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
続
く
の
が
、
社
会
福
祉

や
児
童
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
る
民

生
費
で
す
。
全
体
の
16
・
５
％
で
、

13
億
５
６
６
０
万
２
千
円（
前
年

度
比
10
万
２
千
円
の
減
）で
す
。

　

そ
の
次
に
続
く
の
が
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
、
生
涯
学
習
や

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
使
わ
れ

る
教
育
費
で
全
体
の
12
・
３
％
、

10
億
１
１
９
１
万
８
千
円（
前
年

比
３
１
４
３
万
３
千
円
の
増
）。

　

以
下
、
借
入
金
償
還
の
た
め

の
公
債
費
が
全
体
の
11
・
１
％
、

９
億
１
０
７
０
万
７
千
円（
前
年

比
１
５
７
０
万
１
千
円
の
減
）。

　

そ
の
他
、
総
務
費
は
、
９
億

２
２
０
０
万
７
千
円（
前
年
度
比

７
９
８
８
万
９
千
円
の
減
）。
農

林
水
産
業
費
は
、
５
億
８
８
１
８

万
３
千
円（
前
年
度
比
６
６
２
８

万
２
千
円
の
減
）。
消
防
費
は
、

５
億
１
８
６
９
万
６
千
円（
前
年

度
比
１
億
４
７
３
７
万
９
千
円
の

増
）。
衛
生
費
は
、
５
億
１
２
２

万
８
千
円（
前
年
度
比
５
４
６
４

万
２
千
円
の
増
）。
商
工
費
は

４
億
２
０
６
５
万
６
千
円（
前
年

度
比
２
４
７
３
万
９
千
円
の
減
）。

議
会
費
は
１
億
９
１
９
万
５
千
円

（
前
年
度
比
６
６
８
万
８
千
円
の

減
）と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
主
な
事
業

　

本
年
度
中
に
実
施
す
る
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
道
の
駅
整
備
事
業　

　
　
　

７
億
３
９
４
５
万
６
千
円

▽
防
災
行
政
無
線
更
新
事
業

　
　
　

１
億
５
５
８
７
万
３
千
円

▽
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業　
　
　
　
　
　

９
１
０
０
万
円

▽
街
路
事
業

　
　
　
　
　

７
４
８
２
万
１
千
円

▽
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

　
　
　
　
　

４
４
２
４
万
４
千
円

■平成 28年度予算

一般会計予算は

平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、
82
億
３
６
０
０
万
円
で

す
。
前
年
度
に
比
べ
９
５
０
０
万
円（
１
・
２
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分
し
、
大
規
模
事

業
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
重
点
を
お
い
た
予
算
と
し
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

82 億 3,600 万円

一
般
会
計

   

歳
入

一
般
会
計

   

歳
出


